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第30回日本統合医療学会学術大会を，2026年
12月５日（土）・６日（日）の両日，埼玉県さい
たま市浦和区の埼玉会館において開催できます
ことを，大変光栄に思います。
すでにご承知のように，本学会はこれまで専
門領域や職種の枠を超え，人を全人的に理解し，
身体・心理・社会・スピリチュアルな側面を含
めて健康を捉える統合医療の発展に取り組んで
まいりました。その歩みは，我が国における統
合医療の発展の歴史そのものでもあると感じて
います。
この30年余りで，日本の社会構造は大きく変
化しました。平均寿命の延伸による高齢化の進
展に伴い，疾病構造は急性疾患から慢性疾患中
心へと移行しています。本学会がボランティア
活動等で関わってきた東日本大震災，そして近
年のCOVID-19パンデミックといった有事にお
いては，心身のケアが健康回復にいかに重要で
あるかが改めて示されました。また，ITやDX，
AIの進化は日々の暮らしに浸透し，健康管理の
あり方にも変革をもたらしています。いまや時
代は「人生100年時代」「地域共生社会」「ウェル
ビーイング」を見据え，医療中心から「ケア中心」
の社会へと，本格的な転換期を迎えています。
こうした時代の変化は，私たちに「医療とは
何か」「健康とは何か」という根源的な問いを改

めて投げかけているように思います。
病気を治すことはもちろん重要ですが，それ

だけでは十分ではありません。病気や障がいを
抱えていても，その人が住み慣れた地域で，自
分らしく生きることができる社会の実現が求め
られています。統合医療が目指してきたものも，
まさにそこにあります。私自身，看護学教育・
研究に携わる中で，健康とは医療の中だけで支
えられるものではなく，人々の暮らしの中で育
まれるものであることを実感してきました。
健康を単に病気の有無で判断するのではなく，

その人が自らの可能性を発揮し，人生に意味や
喜びを感じながら生きること。そのために，治
療のみならず，予防，未病，生活習慣，人や地
域とのつながり，自然との共生，そして心の豊
かさを含めて健康を考えること。それこそが統
合医療の本質ではないかと考えています。
そこで本大会では，「暮らしの中の統合医療～

自分らしく生きるために～」をテーマに掲げま
した。統合医療は特別なところに存在するもの
ではなく，私たちの日々の暮らしそのものの中
に息づいています。そのことを今一度皆様と共
有し，ともに考える機会としたいという思いを
込めています。本大会では，このテーマを深め
るために，多彩な講師の先生方をお迎えいたし
ます。

第30回日本統合医療学会学術大会に寄せて
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次に，今大会の魅力的なプログラムを簡単にご紹介いた
します。
～・～・～～・～・～・～・～・～～・～・～・～・～
【第30回記念講演】
『統合医療学会30年を振り返って，これからの10年を
考える』
演者：�伊藤壽記先生（公益財団法人大阪府保健医療財団

大阪がん循環器予防センター所長）
第30回という記念すべき節目にあたり，日本統合医療
学会代表理事の伊藤壽記先生にお話しいただきます。
伊藤先生は長年にわたり，本学会にとどまらず，我が国

における統合医療の発展に尽力されてきました。医療の
高度専門化が進む中にあっても，常に「人を全人的に理
解する」という視点を重視し，治療のみならず予防や未病，
生活の質（QOL），さらにはウェルビーイングの向上に向
けた発信を一貫して続けられています。昨年上梓された
ご著書『自然治癒力を引き出す』（幻冬舎新書）は，健康
寿命を延ばすための日常的なケアが具体的にわかりやすく
解説されており，私たちの暮らしに取り入れられる知恵が
詰まった一冊です。
【基調講演】
『未来へつなぐ未病の知恵－暮らしの中に息づく統合医 
療－（仮）』
演者：�川嶋みどり先生（日本赤十字看護大学名誉教授・

健和会臨床看護学研究所所長）
基調講演には，本学会発足当初から理事・広報委員長
等でご尽力されている日本赤十字看護大学名誉教授の川
嶋みどり先生にお話いただきます。
日本の看護界を牽引してこられた先生は，病気や障がい
があっても，その人を一人の生活者として理解し寄り添う
ことの大切さを一貫して発信されています。医療技術が
進歩した今日においても，人の暮らしに根差した看護を問
い続ける先生の哲学は，統合医療の根幹と深く通じるもの
です。長年にわたり看護の本質を探究してこられた川嶋先
生のお話から，統合医療の未来を考える大きな示唆をい
ただけるものと楽しみにしております。
【市民公開講座】
『日々の暮らしをデザインする』
演者：�山口怜子先生（家族を綴る日本キルト・地熱たべ

もの研究所・地蔵原ヴィレッジ）・川嶋みどり先生
市民公開講座には，世界的に活躍されているキルト作家
の山口怜子先生をお迎えし，川嶋みどり先生との対談形式
で，日々の暮らしをどのようにデザインしていくか，統合医
療の視点から語り合っていただきます。
山口先生は，キルト制作を通して人々の暮らしの豊かさ

や創造する喜びを発信されてきました。さらに，衣・食・

住を大切にしたライフスタイルを実践し，先人たちの知恵
を活かした食のあり方や，自然素材を用いた住まいづくり
などの啓蒙にも取り組まれています。自らの手で暮らしを
整え，人生を楽しみながら生きるその姿勢は，生きる喜び
や自己実現を含めたウェルビーイングとして捉える健康へ
の視点を私たちに示してくださることと思います。
【特別講演１】
『コミュニケーションの原点は「氣」にあり！』
演者：藤平信一先生（心身統一合氣道会代表）
藤平先生は，心身統一合氣道を通して，人間が本来持っ

ている力を最大限に発揮するために，心と身体を磨くこと
を国内外に広めていらっしゃいます。それは，単なる武道
の技術にとどまらず，ストレスマネジメントやセルフケア，
レジリエンスの向上，さらには円滑なコミュニケーションと
いった現代社会の課題にも通じるものであり，健康に携わ
る多くの職種にとっても示唆に富む内容になると思います。
【特別講演２】
『暮らしの中で災害を嗜む』
演者：小早川義貴先生（国立病院機構本部福島復興支援室）
災害医療に従事されている小早川先生は，東日本大震
災での活躍はもちろんのこと，2020年2月，3,711人の
乗員乗客を乗せたダイヤモンド・プリンセス号の船内で
DMATとして支援に携わっていました。私たちの暮らしの
中で災害をどのように嗜んだらよいのか，とても興味深い
です。
【特別講演３】
『対話から始まる暮らしの中の統合医療−誰もが主役の
居場所「陽だまり」の実践から−』
演者：�服部満生子先生（一般社団法人みんなの保健室陽

だまり代表）
みんなの保健室陽だまりでは，単なる健康管理に留まら

ず，子どもから高齢者まで誰もがふらっと立ち寄れる第３の
居場所をしなやかに提供しています。さまざまなイベントを
みんなとワイワイ楽しみながら「あるがままの自分を受け入
れてもらえる空間」の中で，地域のさまざまな人たちがエ
ンパワーされ，自らの暮らしやウェルビーイングを主体的に
育んでいく，その秘訣を先生からお聴きできると思います。
【教育講演１】
『統合医療における漢方の役割』
演者：�小川恵子先生（広島大学病院漢方診療センター特

任教授）
医療がどれだけ進歩しても，私たちの健康の土台にある
のは，日々の「暮らし」と「ケア」。病気になる前に手を
打つ（未病）知恵，そして病気と上手に付き合いながら自
分らしく生きる力をサポートする漢方について，長年漢方
医療に携わってこられた先生よりお話しいただきます。
【教育講演２】
『被服は第二の皮膚－被服と健康の科学』
演者：川端博子先生（埼玉大学教育学部名誉教授）
リカバリーウェアなどの機能性衣服が流行っている昨今
ですが，衣服が健康（well-being）に及ぼす影響につい
て知りたいと思いませんか？ 衣服の快適性など数多くの
研究をされている先生から「なるほど！」なお話をいただ
きます。

Topicsトピックス
第30回埼玉大会の大会長が語る 
学会プログラムの全体像
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【教育講演３】
『東洋の叡智と西洋医学の架け橋−心・身体・自然から探
る「全人的な癒し」の物語−』
演者：�吉原一文先生（九州大学キャンパスライフ・健康支

援センター健康科学部門／九州大学病院心療内科）
心療内科の最前線にいらっしゃり，心身医学やストレス
医学のプロフェッショナルである先生から，古くから伝わる
伝統医療や代替療法の価値を科学の目で捉え直す機会と
なるお話をいただきます。
【教育講演４】
『自分らしく生きていくためのアピアランスケア』
演者：野澤桂子先生（目白大学副学長）
心理学がご専門の先生は，がん治療を中心に，昨今注

目されているアピアランスケア（外見の変化へのケア）の
第一人者として活躍されています。外見が変化してもそ
の人が自分らしく人生を歩んでいけるように，医療の立場
から支える研究をしている先生から，アピアランスケアに
ついてのホットなお話をいただきます。
【シンポジウム１】
『健・食・農・環境から考える暮らしの中の統合医療−健 
康生成社会に向けた地域実践と未来展望−（仮）』
日ごろ添加物の多い食べものをついつい口にしてしまう私
たちですが，体に優しく安心・安全で健康につながる食べも
のについて，医食農間連携の視点からお話をいただきます。
【シンポジウム２】
『統合医療で地域共生社会をつくる』
第28回大会のテーマ「地域共生社会における統合医
療の役割」について，那須塩原市社会福祉協議会生活支
援課の柴田直也先生をお迎えし，その後の栃木県支部で
の検討なども踏まえ，地域共生社会づくりにおける統合医
療の役割を考察します。
【シンポジウム３】
『ファシア最前線』
ファシア部会の企画です。ファシアの研究，臨床，そし
てその医学史的意義など幅広く，気鋭の先生方に講演して
頂きます。統合医療の共通言語として極めて重要なファシ
アの概念を参加者の皆様と深めていきたいと思います。
【シンポジウム４】
『ジェンダーと統合医療：中年期 女性のクライシス』
田村英子先生に漢方専門の薬剤師の視点から日常生活

における問題を統合医療がどのように役立てることができ
るのかについて，統合医療医（内科医）の内山葉子先生
から実際の臨床例について，さらに心療内科医の板村論
子先生からメンタルケアについてお話しいただきます。
【シンポジウム５】
『食べることは生きること』
「食べること」に深くかかわっていらっしゃる歯科医師の
植田耕一郎先生，摂食嚥下障害認定看護師・慢性疾患看
護専門看護師の杉山理恵先生，食事姿勢に詳しい作業療
法士の佐藤彰紘先生から，それぞれの視点でテーマにつ
いてお話をいただきます。
【シンポジウム6】
『暮らしの中の統合医療』
鍼灸について和辻直先生，ヨーガについて佐藤美弥子

先生，アロマセラピーについて相原由花先生，動物介在療
法について木全明子先生から，暮らしの中でどのように活
用できるのか，ウェルビーイングにはかかせないセルフメ
ディケーションの視点からお話しいただきます。
【シンポジウム７】
『「暮らし・生きる」を支える看護の実践－多様な生活の
場から考える統合的ケア－』
地域で住民の健康づくりを推進するコミュニティナース
の佐藤裕見子先生，路上生活者や生活困窮者への支援に
取り組む看護師の平恵子先生，そして統合医療施設の現
場で実践を行う看護師の黒澤由貴子先生より，それぞれ
の実践からテーマについてお話をいただきます。
【シンポジウム8】
『災害と統合医療：防災における統合医療の利活用（仮）』
「災害」に関するシンポジウムを企画しております。

【統合医療カンファレンス】
『統合医療とは何なのか，何でないのか？』
研修制度委員会・総論構築委員会の企画です。例年，
症例のカンファレンスを開催してきましたが，症例検討以
外にもカンファレンスは非常に有効な方法論です。本年は
総論構築委員会と合同開催という形式で，テーマについて
参加者の皆さんと対話したいと思います。
【体験ワークショップ１】
『地域サロンにおけるステップエクササイズ－循環器病患
者のウェルビーイングを叶えるメディカルフィットネス－』
岩槻南循環器クリニックでメディカルフィットネスを実施

しているの理学療法士の先生と一緒に，医学的根拠に基
づいて提供されるプログラムを体験してみましょう。
【体験ワークショップ２】
『暮らしの中のカイロプラクティック（仮）』
経験豊富なカイロプラクターのわざに触れながら，自身
の暮らしにどのように取り入れられるのか，体験を通じて
気づきを得ることから始めませんか。
【体験ワークショップ３】
『暮らしの中の身体均整（仮）』
経験豊富な身体均整師のわざに触れながら，自身の暮

らしにどのように取り入れられるのか，体験を通じて気づき
を得ることから始めませんか。
【体験ワークショップ４】
『岡田式浄化療法』
目には見えない自然界のエネルギーを活用し，身体を
傷つけない（非侵襲的な）施術をぜひご体験ください。
【体験ワークショップ５】
『フェムケア・骨盤底筋トレーニング（仮）』
助産師とフェムケアに精通するセラピストと一緒に知識

を身につけ，体験してみましょう。
～・～・～～・～・～・～・～・～～・～・～・～・～
そのほか，ランチョンセミナー，ポスター発表，企業展
示を予定しております。
ポスター発表につきましては，６月15日から演題登録が
始まりました。多くの皆様からの演題を募集しております。
また，30回記念企画として，これまでの学会の歩みが
わかる年表やSNS映えするフォトスポットを設置しますの
で，ぜひお楽しみに！
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●戦争･紛争により，世界各地で多くのいのちや暮らしが脅かされています。一方，ヨーロッパでは熱波，ベネズエラでは地
震によって多数の死者を出しました。また，石油危機によるナフサ不足は医療分野に深刻な影響をもたらしましたが，これは，

現代のプラスチック文化に一石を投じた面もあります。第30回大会のテーマ，“暮らしの中の統合医療”は，まさに時宜を得たもの。効率性や便利さ
に慣れすぎた暮らしを見直し，埋もれた生活の知恵を探るための好機です。魅力あるプログラムも盛り沢山。奮ってご参加下さい。（川嶋みどり）

2025年10月〜2026年6月までの会議等】
■�2025年12月7日　第1回業務執行理事会
■2025年12月19日　第1回理事会
■2026年2月15日　第2回業務執行理事会
■2026年3月29日　第2回理事会
■2026年5月31日　第3回業務執行理事会
■2026年6月14日　第3回理事会

【2025年10月〜2026年6月までの学術大会・研修・セミナー等】
■�2025年10月25日　災害研修会
■2025年12月20日〜21日　第29回日本統合医療学会学術大会・総会（岡山）
【今後の予定】2026年認定研修会
■2026年7月11日　認定研修Part1
■2026年7月12日　認定研修Part2
■2026年7月25日　認定研修Part3
■2026年7月26日　認定研修Part4
■2026年8月8日　認定研修Part5
■2026年8月9日　認定協働師

第30回大会の開催地である浦和はサッカーで有名です
が，江戸時代から続く「浦和のうなぎ」も秘かに人気があ
り，古くから文教都市として発展しながら，多様な文化と
人々の営みが息づいているまちです。お土産に喜ばれる
銘菓には，新鮮なミルク餡をホワイトチョコレートで包んだ
「白鷺宝」や一口サイズのゼリー「彩果の宝石」が有名
です。
現在，浦和駅西口周辺は再開発が進み，都市の利便性

と落ち着いた文化的環境が調和した魅力のある地域とな
っています。そして，西口から徒歩６分ほどに位置する埼
玉会館は，1966年に建設された趣のある建物です。こ
の地の暮らしを感じながら多職種・多分野の参加者が集い，
これからの統合医療のあり方について語り合えることを大
変楽しみにしております。本大会が，統合医療のこれまで
の歩みを振り返るとともに，未来を展望する新たな出発点
となることを願っております。
多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。

埼玉会館の様子

浦和市のマスコットキャラクター 
「浦和うなこちゃん」（やなせたかし作）

銘菓①「白鷺宝」
https://chocotabi-saitama.jp/special/omiyage/detail/entry5/

銘菓②「彩果の宝石」
https://chocotabi-saitama.jp/special/omiyage/detail/entry4/

JR浦和駅

埼玉会館への行き方


